
日本舞踊特 公演

平成28年 1月 30日 (土 )

開演:13時  会場 :ロ ームシアター京都 サウスホール

ご 鑑 賞 料 :1階 鮨 定席 )lo,000円 /2階 (自 由席〉6,000円 未就学い ご入場は歳 はくを ,、
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ロームシフター京都
RoHm Thtat● E Kuoto

お問合せ:ロームシアター京都 TFL 075-746-3355(土 日祝除く9:00～ 17:00)httpノ /rohmtlledtreけ otOjp



食 文化庁

日蘊 洋く日
400年以上の歴史の中で様 な々芸能要素を加えて大成された「日本舞踊J。

その第一線で活躍する東西の舞踊家たちが一堂に会し、流派を超えた夢の舞台が実現します。

日本文化の精華を生みだす京都にて、未来につながる幸やかな舞台をお楽しみください。
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主催 :公益社団法人 日本舞踊協会 京都市 ロームシアター京都 (公益財団法人 京都市音楽芸術文イヒ振興財団)  共催 :公益財団法人 京都伝統伎芸振興財団 (お おきに財団 )

14成28年 1月 3011(L)‖ ‖演 :13時 ‖‖l・ 712時 15分 会場 :ロームシアター京都 サウスホール

【 ご Лtt ltボ | 】 1階 (指定,I)10,000「]//21喘 (白 山席)6,0001リ  ホ■FIせ′)こ 入場はご道にたさt,

【チケット発売‖】
‐般発売 10月 1‖ (木 )10時 ヽ

批
汗
家
協
会
■
新
人
■

遺
九
北
州

江
戸
の
北
、即
ち
吉
原
の
四
季
折
々
の
年
中
行
事
を
う
た
っ
た
も
の
で
、
『保
名
Ｌ
梅
の
春
』
と
共
に

清
元
三
名
曲
２
つ
と
さ
れ
、ど
の
流
派
で
も
重
く
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
客
、大
鼓
持

馬
子
、大
夫
、

新
造
な
ど
十
八
人
を
踊
り
分
け
、格
調
の
高
さ
を
要
求
さ
れ
る
難
山
で
す
．

義
太
夫

龍
虎

戦
い
を
い
ど
む
日
を
ね
ら
つ
て
、
長
い
年
月
み
合
っ
て
い
た
天
空
の
龍
と
地
上
の
虎
が
、あ
る
夜
、
互
い

に
秘
術
を
つ
く
し
な
が
ら
死
関
し
ま
す
。
し
か
し
雌
雄
決
せ
ず
、両
者
は
互
い
を
認
め
合
い
、龍
は

昇
天
、虎
は
洞
穴
に
帰
る
と
で
つ
も
の
で
、素
踊
と
し
て
振
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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若
柳
流
五
世
宗
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．
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日
若
柳
″
ｉ

の
三
場
。
昭
和
０
年
■
口
贅
を
離
ぎ

平
成
９
年
■
世

宗
家
を
晏
名
。
オ
■
の
高
弟
に
学
び

古
■
と
創
作
舞
踊
を

，
が
け
る

近
年
は
他
流
の
若
千

と
の
共
浪
に
も
挑
戦
．
〓
川
町
「
八
お
ど

，
」
の
振

，

指
導
も
担
当
す
る
．
■
な

，
貧
に
文
化

庁
芸
術
祭
優
秀
賞

松
尾
芸
能
Ａ
新
人
贅
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苺
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．
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．
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■

，
．
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舞
■
俳
疑
中
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せ
太
郎

平
成
Ю
年
に
欧
茉
使
徘
優
と
し
て
最
午
少

の
“
歳
で
「
鐘
獅
子
」
を
師

，

平
成
″
年
に
は

「曽
撻
崎
心
中
」
の
お
初
を
■
の
年
齢
と
同
様
の
り
に
の
時
に
両
し
た
。
日
立
剌
場
丈
励
■
を

受
資
す
る
な
ど
着
手
化
形
歌
舞
伎
徘
優
と
し
て
■
距

平
成
場
年
に
は
一
連
獅
１
」
で
芸
術

祭
新
人
賛
を

，
質

京
の
行
を
北
か
ら
南
へ
貫
く
鴨
の
流
れ
。
古
よ
り
都
び
と
の
暮
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し
や
文
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を
育
む
「鳴
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を
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チ
ー
フ
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の
森
の
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茂
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べ
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り
二
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国
祭
、五
條
橋
の
牛
若
弁
慶
、

大
文
字
、伏
見
稲
荷
の
賑
わ
い
な
ど
辺
り
に
見
ら
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オンラインチケット【24時間購入可】※要事前登録 (無料)eし くはロームシアター京都または京都コンサートホールのWE3サイトヘ)

京 都 コ ンサ ー トホ ー ル チ ケ ッ トカ ウンター  TEL 075 711 3231喀 口 電話とむ O00～ ,00/第 13月曜日本館 ※休日の場合は翌日)

チケットぴあ TEL 0570 02 9999【 Pコード446819】 http〃 t口a,p′

お問い合わせは、ロームシアター京都 (0757る 3355土 曰祝除く
'00～

1700) アクセス情報/●京都市営地下鉄東西線「東山J駅下車1番出口より徒歩

約10分 ●京阪電鉄「神宮丸太明 駅下車2番 出口より徒歩lj1 3分

0市バス32系統 46系統 京都岡崎ループ「岡崎公園 ロームシアター京

者Fみやこめつせ前J下車すぐ 0市バス5蒲贔 100系統 岡崎 東山 梅小

路エクスプレス「岡崎公園 美 lJ館 平安神宮前」下車徒歩約5分
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我
が
国
の
伝
統
芸
能
の
根
源
と
も
い
え
る
能
「翁
」
を
題
材
に
し
た
舞
踊
作
品
。
神
の
権
化
で
あ

る
環
翌

「千
歳
」
ヨ
一番
豊
」
が
天
下
泰
平
と
五
穀
豊
穣
を
祈
る
形
式
で
、何
事
に
よ
ら
ず
初
め

に
あ
た
っ
て
縁
起
を
祝
う
祭
儀
的
な
演
日
で
す
。
今
回
は
二
番
隻
「採
み
の
段
」
「鈴
の
段
」
を
尾

上
流
、松
本
流
、山
村
流
、〓
一流
派
の
家
元
の
競
演
で
披
露
し
ま
す
。
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Ｈ
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郎
．
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踊
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＝
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薇
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友
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＝
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日
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公
演
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数
出
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，
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■
に
＝
本
去
“
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贅
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一
術
選
奨
文
部
■
学
大
臣
■

文
化
庁
去
術
祭
優
秀
■
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椰
苺
咆
■
新
人
賞
な
ど

国

立
文
楽
Ш
場
養
成
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講
師

■
夕
歌
劇
田
＝
本
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大
阪
芸
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人
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台
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．
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西
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Ｌ
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．

一公
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日ヽ
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断
勝
会

日
立
劇
巧
■
■
公
”
■
に
多
数
出
減
す
る
ほ
か
歌
”
伎
の
振

，
ヤ

テ
レ
ビ

叫
両
な
ど
の
所
作
卜
”
を
行
う

各
地
で
ワ
ー
タ

′
ョ
ッ
プ
を
日
＝
し
汁
■
活
動
に
も

収
，
組
む

●
な

，
■
に
文
化
庁
芸
術
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優
秀
Ａ

奸
踊
批
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協
公
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成

η
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よ

，
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一＝
本
新
鋼
●
公
理
■

．

地
唄

お
ち
や
め
の
と

狂
言
の
小
丼
「七
つ
に
な
る
子
」
か
ら
生
ま
れ
た
地
唄
も
の
。
孔
け
が
ｔ
つ
に
な
る
子
を
あ
や
す

風
情
や
慈
し
む
心
を
振
り
に
し
た
も
の
で
す
。
地
味
な
が
ら
狂
言
ら
し
い
洒
脱
で
古
風
な
味
わ

い
が
あ
り
慈
愛
を
感
じ
さ
せ
る
外
で
す
。

井
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八
千
代

京
叫
■
卜
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″
―――
家

几

＝
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四
Ｌ
メ

ん
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¨

平
成

ピ
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に

，
世
家

だ
と
し
て
■
―
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―

代
を
興
名
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会

―ｌｔｌ
・●
劇
巧

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｉ
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公
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■
に
多
数
―――
繊
．
祇
Ｈ

甲
部
の

“
を
ど

，

の
振
●
指
■
に
も
あ
た
る

＝
小
共
術
眈
■
■
■

一́
術
選
授
文
沸
人
に

■
，

■

柴
′
に
●
２
●

＝
小
共
″
眈
公
―ｌ

ｉ
彙
■
形
文
化
け
”
――
者

一人
山
国
ｔ

一
ヤ

成
馬
年

一公
社
一＝
小
町
肺
協
会
即
”
に
批
“

■
成

路
年
よ
り
■
年
■
■

長
唄

漁
樵
問
答

老
い
た
山
社
と
■
■
箱
を
持
っ
た
■
イ
が
滝
の
ほ
と
り
で
――１
０
い
江
と
山
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

江
に
は
「み
さ
ご
鮨
」
が
、山
に
は
「狡
酒
」
が
あ
る
と
白
担
し
あ
う
う
ち
に
、話
の
若
に
と
滝
の
水
と

■
■
補
に
■
を
か
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
漁
人
は
老
人
に
椎
人
は
急
に
若
セ
リ
ま
す
．
浦
島
太
郎

と
養
と
の
た
の
■
人
公
ヒ
い
つ
長
な
の

一人
を
紫
踊
り
で
描
い
た

お
と
な
の
お
と
ぎ
話
で
す
。

若

柳

壽

延

父
石
柳
流

一――ｌ
ｉ
末
　
代
口
■
柳
″
け
に
師

，

Ｐ
れ
で
四
Ｌ
〓

ん
を
椰
‘

ｎ
″
の
会
や
流

餃
の
会
を

■
７
す
る
ほ
か

一公
社

＝́
小
打
師
協
会

同
・”
Ы
場

Ｎ
＝
Ｋ
Ｉ
＝
公
満
■
に
多
数

出
演

―
な

，
■
に
文
化
け
よ
術
祭
●

花
柳
市
噸
■
新
入
■
な
ど

，
■
“
年

一公
社
）
＝
本

蒻
師
協
会
■

，
に
軋
“

ヤ
成
ケ
年
よ

，
■
任
型
■

■
‘
警
師
人
会

十
伐
巡
―，，―
公
ユ
な
ど

の
オーー
当
■

，
歴
――

西
川
箕
乃
助

父
Ｉ
Ｌ
十
本
山
川

＝
戯
に
師
■

「
画
川
賞

乃
助
の
会

ｌ
γ
　
Ｉ
細
会

同
人

西
川
流
に

伝
わ
る
占
典
丼
獅

―
け
ｉ
ｔ

明
戦
板
け
■

，――‐
の
伝
承
に
７
め
る

方

向
身
の
制
作
作
品
も

多
数
■
人

ま
た
外
国
人
へ
の
＝
小
”
獅
の
■
晨
“
助
の
た
め

レ
ク
チ
キ
ー
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
，
ン
を
国
内
外
で
開
＝

、
な

，
■
に
花
柳
″

，
■
所
人
よ

松
尼
去
能
性
新
入
賞

，
■
．

一公
社

一日
本
”
晰
勝
公
来
”
支
部
成
西
プ
ロ
ッ
ク
長

長
唄

常
磐
津

尾
上
流
四
代
ネ
元
．
平
成

田
■
尾
上
流
家
元
を
継
承
し

に
上
”
之
ス
を
二
代
日
と
し
て
彙

名
．
花
街
舞
渕

新
機

『
来
を
と

，
」
先
■
町

「
臀
川
を
ど
り
」
の
振
仕
指
導
や
新
作
～
舞
伎

の
振
■
を
手
掛
け
る
．
「
進
■
会

茂^

―――
進
平
氏
と
の
二
人
会
こ
を

，
ｍ
に

数
多
く
の
よ
能

者
と
の
新
た
な
作
品
創
り
に
も
力
を
さ
い
て
い
る

ｉ
な
受
賞
に
花
柳
静
駆
■
新
人
賞

辮
珈

さ
ぎ
む
す
め

長
唄

鷺
娘

雪
の
ち
ら
ち
ら
降
る
中
に
、若
い
娘
に
化
し
た
白
鷺
の
粘
が
し
ょ
ん
は
り
と

，
ん
で
い
ま
す
．
や
が
で

し
つ
と
り
と
ク
ド
キ
と
な
り

派
手
な
傘
の
踊
り
や
手
踊
り
と
な
る
う
ち

た
ち
ま
ち
凄
艶
な
地
獄
の

苦
し
み
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
歌
舞
伎
丼
踊
の
な
か
で
も
人
気
の
演
日
で
す
。

□―Lシフグー京都
〒6068342 京都市左京区岡崎最勝寺町13
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